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(57)【要約】
【課題】煙漏れを防止する構成を有すると同時に、扉の
開閉時に固くなくガタツキの少ない良好な操作感が得ら
れて使い勝手がよいこと。
【解決手段】本体１内に設けた調理庫１２と、調理庫１
２の前面開口部１６を開閉する扉１１と、調理庫１２内
に配設され扉１１と連結して連動する受皿１４と、受皿
１４の摺動時に上面をガイドするレール１８とを備え、
調理庫１２の下方および扉１１の下部には互いに係合す
る凹凸部１９が設けられ、扉１１を閉止する際に凹凸部
１９の乗り越えによって扉１１を係止する構成において
、扉１１側または調理庫１２側の凹凸部は、バネ性を有
する弾性体で構成したことにより、扉１１が凹凸部を乗
り越える時にレール１８に受皿１４上面が当たっても凹
凸部１９のバネ性により高さを吸収することができるた
め、扉１１の開閉時に固くなくガタツキの少ない良好な
操作感が得られる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体内に設けた調理庫と、前記調理庫の前面開口部を開閉する扉と、前記調理庫内に配設
され前記扉と連結して連動する受皿と、前記受皿の摺動時に上面をガイドするレールとを
備え、前記調理庫の下方および前記扉の下部には互いに係合する凹凸部が設けられ、前記
扉を閉止する際に前記凹凸部の乗り越えによって前記扉を係止する構成において、前記扉
側または前記調理庫側の前記凹凸部は、バネ性を有する弾性体で構成した加熱調理器。
【請求項２】
受皿上面とレールとの隙間は、凹凸部の乗り越え高さと略同一に設定した請求項１に記載
の加熱調理器。
【請求項３】
凹凸部は、扉の開閉方向に対して垂直な方向に断面凹凸形状が伸び、前記断面凹凸形状が
伸びる方向にたわむ弾性体で構成した請求項１または２に記載の加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般家庭等で使用する、魚等の調理物を焼くための加熱調理器に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　従来この種の加熱調理器としては、本体内に設けた調理庫の入口を開閉する扉を有し、
この扉の下部に設けた扉側係合部と本体側の入口の下方に設けた本体側係合部とを互いに
係合させることにより扉を閉止する構成としたものがある（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　前記従来の加熱調理器は、使用者が扉を閉めた時に、本体側の入口の下方に設けた樹脂
や金属からなるバネ性を有する本体側係合部が前記扉の下部に設けた突起状の扉側係合部
をバネの付勢力により挟持して扉を本体側に引き込んだ状態を保つ構成となっている。ま
た上記構成の他に、扉部と調理庫内あるいは本体部のお互いに構成された凹凸の乗り越え
によって扉部を係止する構成を少なくとも一つ以上設けることにより、扉の閉止状態を保
つ構成のものもある。
【０００４】
　以上のように係合部を構成することで、調理庫内の圧力が少々上昇しても、扉が自然に
開いたり、調理中に調理庫内で発生する煙が扉と本体との隙間から漏れ出たりすることが
なくなるというものであった。
【特許文献１】特許第３１８３２３０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の構成において、バネの付勢力により係合部を挟持して扉を本
体側に引き込む構成のものは、バネの付勢力に抗して扉を開閉する必要があり開閉力が固
いものとなるため、良好な操作感が得られないものであった。また、凹凸の乗り越えによ
って扉部を係止する構成のものは、バネの付勢力が無いため開閉時に軽い操作感が得られ
るが、受皿をスムーズにガイドするためのレールを受皿の上面側に設けた場合に、レール
と受皿上面との隙間を凹凸の乗り越え高さよりも大きく設定する必要が生じる。これは、
凹凸部の乗り越え時に受皿がレールに当たることにより扉が開閉できなくなるのを防ぐた
めである。この結果として受皿上面とレールとの隙間は大きくなり、受皿の摺動時のガタ
ツキが大きくなるため、開閉時に良好な操作感が得られないというものであった。
【０００６】
　本発明は、前記従来の課題を解決するもので、煙漏れを防止する構成を有すると同時に
扉の開閉時に固くなくガタツキの少ない良好な操作感の得られる使い勝手のよい加熱調理
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器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明の加熱調理器は、本体内に設けた調理庫と、
前記調理庫の前面開口部を開閉する扉と、前記調理庫内に配設され前記扉と連結して連動
する受皿と、前記受皿の摺動時に上面をガイドするレールとを備え、前記調理庫の下方お
よび前記扉の下部には互いに係合する凹凸部が設けられ、前記扉を閉止する際に前記凹凸
部の乗り越えによって前記扉を係止する構成において、前記扉側または前記調理庫側の凹
凸部はバネ性を有する弾性体で構成したものである。
【０００８】
　これによって、扉が凹凸部を乗り越える時にレールに受皿上面が当たっても凹凸部のバ
ネ性により高さを吸収することができるため、扉の開閉時に固くなくガタツキの少ない良
好な操作感が得られる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の加熱調理器は、煙漏れを防止する構成を有すると同時に扉の開閉時に固くなく
ガタツキの少ない良好な操作感の得られるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　第１の発明は、本体内に設けた調理庫と、前記調理庫の前面開口部を開閉する扉と、前
記調理庫内に配設され前記扉と連結して連動する受皿と、前記受皿の摺動時に上面をガイ
ドするレールとを備え、前記調理庫の下方および前記扉の下部には互いに係合する凹凸部
が設けられ、前記扉を閉止する際に前記凹凸部の乗り越えによって前記扉を係止する構成
において、前記扉側または前記調理庫側の前記凹凸部はバネ性を有する弾性体で構成した
ことにより、扉が凹凸部を乗り越える時にレールに受皿上面が当たっても凹凸部のバネ性
により高さを吸収することができるため、扉の開閉時に固くなくガタツキの少ない良好な
操作感が得られるものである。
【００１１】
　第２の発明は、特に、第１の発明の受皿上面とレールとの隙間を凹凸部の乗り越え高さ
と略同一に設定したことにより、乗り越え時の操作力および受皿上面とレールとの隙間の
両方を最小に設定することができ、より一層固くなくガタツキの少ない操作感が得られる
。
【００１２】
　第３の発明は、特に、第１または第２の発明の凹凸部を扉の開閉方向に対して垂直な方
向に断面凹凸形状が伸び、前記断面凹凸形状が伸びる方向にたわむ弾性体で構成したこと
により、凹凸部がたわんだ時でも、凹凸部の扉側と本体側の当たり方を一定に保つことが
でき、安定した操作感が得られる。
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１４】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の第１の実施の形態における加熱調理器の前面から見た外観図を示すも
のである。外郭を形成する本体１の上部には、内部に誘導加熱コイルを有し上面をセラミ
ックプレート２で形成したトップヒーター部３が設けられており、このトップヒーター部
３の前部には、液晶タイプの表示部４や操作スイッチ５を具備する操作部６が設けられて
いる。本体１内部の左半分は魚や肉などを焼いて調理するための加熱調理部７で構成され
ており、前面に設けられた扉１１により入口を開閉できるようになっている。また、右半
分は多くの電子部品を備えた回路基板や、外部の空気を本体１内に送り、誘導加熱コイル
や電子部品等を冷却するための送風装置８等を具備する回路部９で構成されている。回路
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部９の前面には加熱調理器のメイン電源をＯＮ・ＯＦＦするための電源スイッチ１０が設
けられている。
【００１５】
　図２は本発明の実施の形態における加熱調理器の縦断面図である。
【００１６】
　加熱調理部７には魚や肉などの調理物を入れて加熱調理するための調理庫１２が設けら
れており、調理庫１２の内部には、調理物を載置するための焼網１３や、焼網１３を載置
するとともに前後方向に摺動自在に設けられた受皿１４や、調理物を加熱するためのヒー
ター１５が備えられている。また、調理庫１２の前面開口部１６は取手１７を有する扉１
１によって開け閉めされる構成となっている。受皿１４と扉１１は支持金具２０によって
連結されており、受皿１４は扉１１の開閉動作に連動して調理庫１２内に設けられた受皿
１４をガイドするためのレール１８に沿って前後方向に摺動する構成となっている。また
、扉１１の下部および調理庫１２の下方には互いに係合する凹凸部１９が設けられ、扉１
１を閉止する際に凹凸部１９の乗り越えによって扉１１を係止する構成となっており、調
理庫１２側の凹凸部１９は金属や樹脂等のバネ性を有する弾性体で構成されている。本実
施の形態では凹凸部１９は扉１１の開閉方向と垂直な方向すなわち本図面に対して垂直な
方向に断面凹凸形状が伸びた形状になっており、断面凹凸形状が伸びる方向にたわむよう
になっている。また受皿１４の上面とレール１８との間に構成された隙間ａと凹凸部１９
の乗り越え高さｂはほぼ同等になるように設定されている。また扉１１には前面開口部１
６を閉止したときに周囲をシールするための耐熱ゴム等からなるパッキン２４を設けてい
る。
【００１７】
　以上のように構成された加熱調理器について、以下その動作、作用を説明する。
【００１８】
　使用者が加熱調理を行う場合、扉１１が開放され受皿１４が前方に引き出された状態で
調理物を焼網１３に載置する。その後、取手１７を持ち、扉１１を前面開口部１６方向に
押すことにより受皿１３をレール１８に沿って摺動させて調理物を調理庫１２内に挿入す
る。そのまま扉１１を押し続けると、扉１１下部の凹凸部１９が調理庫１２下方の凹凸部
１９を乗り越えて係止され、パッキン２４により前面開口部１６の周囲が確実にシールさ
れる。
【００１９】
　ところで、上記のように扉１１を閉止する動作において、扉１１下部の凹凸部１９が調
理庫１２下方の凹凸部１９を乗り越える時に、扉１１と受皿１４が連結されているため受
皿１４の上面はレール１８に接近する。そのため通常、受皿１４上面とレール１８との隙
間を乗り越え高さよりも余裕を持って大きめに設定しておかないと凹凸部１９の乗り越え
が不可能になる。しかしながら、本実施の形態では調理庫１２下方の凹凸部１９をバネ性
を有する弾性体で構成しているため、扉が凹凸部１９を乗り越える時にレール１８に受皿
１４の上面が当たっても凹凸部のバネ性により高さを吸収することができるため、レール
１８と受皿１４上面との隙間を小さく設定できるため、扉の開閉時にガタツキの少ない良
好な操作感が得られるものである。
【００２０】
　また、本実施の形態では、特に、受皿１４上面とレール１８との隙間ａを凹凸部１９の
乗り越え高さｂと略同一に設定しているため、乗り越え時の操作力および受皿１４上面と
レール１８との隙間の両方を最小限に設定することができ、乗り越え時の軽い操作感とガ
タツキの少ない操作感の両立を図ることができる。
【００２１】
　さらに、本実施の形態では凹凸部１９を扉１１の開閉方向に対して垂直な方向に断面凹
凸形状が伸び、断面凹凸形状が伸びる方向にたわむ弾性体で構成しているため、扉１１を
開閉する際に、凹凸部１９がたわむ場合、扉１１の開閉方向のたわみがないため、凹凸部
１９の扉１１側に対する本体１側の角度が変化しない。したがって、機体によるバラツキ
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【００２２】
　上記動作により扉１１が閉止された状態で、使用者が加熱調理をスタートさせると、調
理物は加熱され煙が発生する。通常調理庫後方に設けられた排気筒によって煙は排気され
るが扉１１と調理庫１２の隙間が広く開いている場合は、扉部より煙漏れが発生する。し
かし、本構成によれば、凹凸部１９の乗り越えによって扉１１を係止することにより、扉
１１と調理庫１２との密閉性が保たれるため、扉部より煙漏れが発生することがない。
【００２３】
　尚、本実施の形態では、調理庫１２側の凹凸部１９にバネ性を持たせてたわませる構成
としたが、扉１１の下部側に設けた凹凸部１９にバネ性を持たせてたわませても同様の効
果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【００２４】
　以上のように、本発明にかかる加熱調理器は、扉の閉止時の操作感を向上させるもので
あり、庫の開口部を開閉する扉とこの扉に連動してレールに沿って摺動する受皿を有する
装置等に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施の形態１における加熱調理器の外観図
【図２】本発明の実施の形態１における加熱調理器の縦断面図
【符号の説明】
【００２６】
　１　本体
　１１　扉
　１２　調理庫
　１４　受皿
　１６　前面開口部
　１８　レール
　１９　凹凸部
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